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１．概要 

          本装置は直流回路において電源系の事故等で逆方向の電流が流れた場合、これを速やかに検出 

        し遮断器開放の信号を出力して事故を保護する直流逆流継電器です。 

         装置は逆流検出器と逆流継電器より構成され、逆流検出器は直流磁界の方向およびその大きさ 

        を検出するため、検出器の中央に逆流を検知する導体を貫通させその検出結果を出力します。 

         逆流継電器は配電盤等に取り付け、逆流検出器からの信号を接点増幅し遮断信号を出力するも 

        のです。 

 

２．仕様 

 構  成   逆流検出器  １台：［屋内用］ＹＲＣ－８型    分割構造 

                 ［屋外用］ＹＲＣ－９Ａ型  非分割構造 

逆流継電器 １台：［屋内用］ＸＲＣ－５型    盤面埋込構造 

  使用温度    －１０℃～＋５０℃ 

 動作電流   －５００Ａ 又は －１０００Ａ 

 精   度   ±３０％ 

復帰電流   実動作電流比９６％以下 

  制御電源   ＤＣ１００Ｖ  又は ＤＣ１１０Ｖ 

   制御電源変動範囲 ＤＣ１００Ｖ：ＤＣ８０Ｖ～ＤＣ１２０Ｖ 

        ＤＣ１１０Ｖ：ＤＣ８８Ｖ～ＤＣ１３２Ｖ 

  消費電力   約１５Ｗ 

出力接点数    ２ａ 

                メーク時間：故障検出継続中 

接点開閉容量  抵抗負荷：ＤＣ２００Ｖ、０．６Ａ 

                誘導負荷：ＤＣ２００Ｖ、０．４Ａ 

 検出動作時間  ３０ms 以下（２００％入力）、試験コイル（ＴＣ＋、ＴＣ－）開放時 

                ３０ms 以下（２００％入力）、試験コイル（ＴＣ＋、ＴＣ－）短絡時 

  試験コイル    １２００ｔ（等価電流実測値は成績書による） 

  絶縁抵抗   逆流検出器：１次貫通部～２次端子・アース間 ＤＣ１０００Ｖで５０ＭΩ以上 

                        ２次端子～アース間             ＤＣ  ５００Ｖで１０ＭΩ以上 

        逆流継電器：電源～他端子・アース間        ＤＣ ５００Ｖで１０ＭΩ以上 

                 （但し、ＺＧ端子は除く） 

                       入力端子（A1,A2,B1,B2,C）～アース間 ＤＣ  ５００Ｖで１０ＭΩ以上 

  耐 電 圧   逆流検出器：１次貫通部～２次端子・アース間 ＡＣ５５００Ｖで１分間 

              ２次端子～アース間             ＡＣ ５００Ｖで１分間 

        逆流継電器：電源～他端子・アース間         ＡＣ２０００Ｖで１分間 

                 （但し、ＺＧ端子は除く） 

                       入力端子（A1,A2,B1,B2,C）～アース間 ＡＣ  ５００Ｖで１分間 

  質   量   逆流検出器（屋内用）： 約１１．５ｋｇ 

        逆流検出器（屋外用）： 約２３．７ｋｇ 

        逆流継電器（屋内用）： 約３．３ｋｇ 

  塗 装 色   逆流検出器（屋内用・屋外用）： マンセル記号 ５Ｙ７／１ 

        逆流継電器（屋内用）    ： マンセル記号 Ｎ１．５半ツヤ 

 

 

 

 



 
－3－ 

品    番 本体形式 構造 電流方向 最小動作電流 品番 

 

YRC-8 型 

(屋内用) 

 正規方向 ↓ 

動作方向 ↑ 

DC  -500A R5-HP 

DC -1000A R1-HP 

正規方向 ↑ 

動作方向 ↓ 

DC  -500A R5-HN 

DC -1000A R1-HN 

 

正規方向 ← 

動作方向 → 

DC  -500A R5-VP 

DC -1000A R1-VP 

正規方向 → 

動作方向 ← 

DC  -500A R5-VN 

DC -1000A R1-VN 

YRC-9A 型 

(屋外用) 

 正規方向 ← 

動作方向 → 
DC -1000A R21-VP 

正規方向 → 

動作方向 ← 
DC -1000A R21-VN 

 

３．動作原理 

          導体に流れる直流電流によって生じる磁界の大きさは電流に比例し、その方向は電流の極性に 

        よって決まります。 

          逆流検出器のセンサ部は鉄心磁路中の空隙にホール素子を設け直流電流によって決められた方 

        向の磁界が一定値以上の大きさになるとスイッチ動作するように回路構成されています。 

          ホール素子は抵抗体に電極Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄを設けＡ，Ｂ間に電流を流した状態で、抵抗体に垂 

        直に磁界を加えるとＣからＤの方向に力が働き、Ｃ，Ｄ間の電流密度が異なることにより電位差 

        （ホール電圧）を生じます。この電圧を増幅した後、シュミット回路を通してＨｉ，Ｌｏ信号を 

        出力します。 
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４．動作説明 

          本装置の動作は、検出部，増幅部，電源部がＡ系，Ｂ系の二重化構成となっており、トリップ 

        出力は各系のＯＲで構成されています。Ａ，Ｂ各系の動作値の差は５％以内で、動作限界値付近 

        では何れか早く動作する系で出力リレーを動作させます。 

         動作表示として、動作表示器３０の左半分はＡ系が動作したとき点灯し、右半分はＢ系が動作 

        したとき点灯して何れの系が動作したかを表示します。 

          また、Ａ，Ｂ各系の電源チェック用として電源表示灯ＰＬを設けており、左がＡ系，右がＢ系 

        の電源を監視し、両ＰＬが点灯しておれば電源系は健全です。電源表示灯のうち片系が故障等で 

        消灯していても健全系で保護するので保護には支障はありません。 

          尚、継電器の制御電源にはインバータ回路が使用されており、音量は小さいですが４００Ｈｚ 

        程度の発信音が発生します。鉄心の共振によるもので機能上差し支えありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．取付及び配線 

     下記の点に注意し、取付及び配線を行って下さい。 

 （１）屋外用検出器の取り付け 

    ① 検出器本体の上部及び端子箱蓋部に電流方向銘板を、検出器本体の側面に電流方向ラベル 

          （＋，－）を貼り付けています。 

          必ず正規電流方向／動作電流方向を確認の上取り付けて下さい。 

 

                           

                ［検出器本体上部］                            ［端子箱蓋部］ 

電流方向銘板 

Ａ系

Ｂ系

逆流継電器逆流検出器



 
－5－ 

 

                   

                                   ［検出器本体側面］ 

 

          端子箱内部にある検出回路基板の表示から正規電流方向とは逆の動作電流方向を確認できます。 

          配線時に方向を確認の上取り付けて下さい。 

 

 
 

 

 

    ② 端子箱側面及び端子箱蓋部には▲印を付けています。▲印を合わせて蓋を取り付けて下さい。 

 

 

 

                                                       

 

 

 

 

 

電流方向ラベル 

動作電流方向矢印 

動作電流方向

検出回路基板が

実線の場合は品番ＶＰ

破線の場合は品番ＶＮ

▲印合わせ位置
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    ③ 本体の蓋を下側に取り付けると蓋に雨水が溜まりますので下側に取り付けないで下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      ［正常な取り付け方向］                          ［取り付け不可の方向］ 

 

    ④ 配線完了後、配管の端子部側（内側）および外側の両方をパテ等で埋めて下さい。 

 

    （２）一次貫通部に使用する導体は、出来るだけ絶縁電線をご使用下さい。 

       屋内用検出器で裸導体を使用される場合は、貫通部内面と導体との離隔は１０ｍｍ以上開けて 

          下さい。（導体幅は１５０ｍｍまで使用可能） 

 

   （３）配線は接続図によって行って下さい。検出器と継電器間の接続は１．２５ｓｑ程度で、５芯 

          または３芯×２以上のシールド線を使用して下さい。長さは２０ｍ程度以内として下さい。 

        但し、盤内配線は０．５ｓｑでも使用可能です。 

 

   （４）検出器の試験コイル端子（ＴＣ＋、ＴＣ－）は、不使用時には開放しておいて下さい。但し、 

          検測車カプラによる短絡の構成となっても支障ありません。 

          なお、試験コイル端子は予め制御盤まで配線しておくと、虚負荷試験時に便利です。 

 

    （５）屋内用検出器は分割構造になっており分割部４箇所 

          の固定ボルト（６ｍｍ六角ボルト）を抜くと、分割 

          部を外すことが出来ます。分割部取り付けに方向性 

          がありますので装着時は方向を確認して下さい。 

 

   （６）出力接点回路のうちＴ１、Ｔ２端子は重負荷用に、 

          Ｔ３、Ｔ４端子は表示用に使用して下さい。 

 

 

６．外部磁界の影響 

   （１）同一負荷系統（リターン導体）の導体配置による外部磁界 

      貫通部を通った導体が、折り返す等で本体に接近して配置される場合（同系統の電流による影 

          響）、導体間の距離は３００ｍｍ以上として下さい。 

          距離３００ｍｍではリターン導体の電流により約±１０％の影響を受けます。 

       （磁束が加わる方向で＋に影響（少ない電流で動作）） 

      なお、検出器を構造物に設置する場合、出来る限りセンサ部は外部磁界発生導体から遠く 

          なるように配置して下さい。 

 

本体の蓋

本体の蓋

本体の蓋

上

下

４－Ｍ６ネジ（分割部固定ネジ）
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   （２）異なる負荷系統の導体配置による外部磁界 

          負荷系統の異なる導体が、検出器に接近して配置される場合（異系統の電流による影響）、 

          導体間の距離は６００ｍｍ以上として下さい。 

          距離６００ｍｍでは異系統に流れている電流が３０００Ａの時、電流により約±１０％の 

          影響を受けます。（磁束が加わる方向で＋に影響（少ない電流で動作）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．試験 

          逆流検出器には試験コイルが巻かれており、コイルに電流を流すことにより一次電流と等価な 

        試験を行うことができます。 

          下図の試験回路を構成し、電流を徐々に増加させて動作電流を測定します。一次動作電流の 

        約１／１２００の電流で動作しますが、良否判定基準値は試験成績書記載の等価電流実測値とし、 

        基準値の±３０％以内であれば装置は正常です。 

        注：虚負荷試験中に遮断器と連動させない場合、トリップ接点（Ｔ１、Ｔ２）を外して試験を 

           実施して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８．御注意事項 

    （１）絶縁抵抗測定及び耐電圧試験時には、逆流継電器のＺＧ～Ｇ端子間を外して行って下さい。 

    （２）検出器と継電器はそれぞれ単独で調整しており他機との互換性はありますが、管理上同一の 

           組合せ機番でご使用下さい。 

     （３）逆流電流の検出方向が当初の計画より逆になった場合、ホールセンサの検出方向を逆にする 

           必要があります。改修は本体のみをメーカーに返却し、メーカーにてセンサの方向変更及び 

           再調整を行うようにして下さい。 

 

 

 

 

 

検出器

センサー

300mm以上

検出器

センサー

600mm以上

同系統の導体 異系統の導体

逆流検出器 逆流継電器

Ｐ

Ｎ

T1

T2
トリップ接点

開放

Ａ
＋

0.5～1.5A可変

TC+

TC-
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９．ヒューズの取り替え方 

    （１）制御電源を切ってください。 

    （２）裏面の端子台への接続をはずしてください。 

           （復旧するときに間違わないように線名札をつけるか、もしくは編組してください。） 

     （３）図の①、②、③の位置にあるネジをはずし、中身を前面から引き抜いてください。 

     （４）図の④の位置にヒューズホルダーがあります。 

           予備品添付のヒューズ（タイムラグヒューズ １Ａ）と交換してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     （注）ヒューズ交換後、再度溶断した場合、継電器本体を点検する必要があります。 

             ご一報ください。 
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【お問 合 せ先 】 

津田電気計器株式会社 

本 社 〒562-0045 大阪府箕面市瀬川 4丁目 4番 10 号 

(大阪営業所) TEL：NTT 072(720)6251(代)､JR (071)3715 FAX：072(721)6078 

(工   場 ) TEL：NTT 072(721)7791(代)､JR (071)3776 FAX：072(722)4465 

東 京出張 所 〒101-0052 東京都千代田区神田小川町 1丁目 8-8 VORT 神田小川町 7F 

 TEL：NTT 03(5296)7100(代)､JR (057)3833 FAX：03(5296)7103 

 




